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ゲノムワイド関連解析（GWAS）が⾃⼰免疫疾患をはじめと
する多因⼦疾患の遺伝要因の解析に⽤いられ、多くのリスク多
型が明らかにされてきたにもかかわらず、責任 SNP（Single 
Nucleotide Polymorphism）の病態への関与には未だ⼤きなギ
ャップが存在している。 

本研究は、様々な細胞集団における遺伝⼦発現、スプライシ
ング、エピゲノム変化を同時に解析し、ゲノム多型と疾患発症
を結ぶ「中間形質」を特定することを⽬的とするものであり、
リスク多型と関連する量的変化を⽰す要因を探索することで、
疾患に対して因果関係を持つ遺伝⼦の同定を⽬指している。 

本研究の計画は⼗分に練られたものとなっており、学術的重
要性も明確である。また、健常者より分離した約 20 種類の末梢
⾎液細胞を⽤いてカタログ化を試みるという本研究のアプロー
チは斬新であり、今後、別の多因⼦疾患解析に応⽤できる可能
性を秘めていることから、学術的な波及効果は⼤きい。 

 


